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微分法とその応用 

例題 1 極限・微分係数の定義 
（ア） 
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がそれぞれ 4 と 2 に収束するから， 

 ( )xf が 12 -x を因数にもつことが必要である。 
 すなわち，因数定理より， ( ) 01 =f かつ ( ) 01 =-f であることが必要である。 

 よって， 0=+++ dcba かつ 0=+-+- dcba  

 これより， ac -= ， bd -=  

 よって， ( ) baxbxaxxf --+= 23   
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例題 2 極値を求める／次数下げ 
( ) 16 23 +-+-= xxxxf とおくと， ( ) 1123 2 -+-=¢ xxxf  

ここで， ( ) 0=¢ xf の解をa ， b ( )ba < とすると，
3

336 -
=a  

また，増減は次のようになり， 
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これと ba <<<- 31 より， 31 ££- x における増減は次のようになる。 
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よって，最小値は ( )af であり， ( ) 0=¢ af より， 01123 2 =-+- aa  

( )

( )( )

3
1

3
22

3
1

3
2211232

3
1

16

2

23

+=

++-+--=

+-+-=\

a

aaaa

aaaa

　　　　

　　　　

f

 

これに
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=a を代入することにより，最小値 ( )
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例題 3 極値の条件から求める 
（イ） 

(2) 

別解 

( ) 0=¢ xf すなわち 022 =+- baxx の 2 実数解を ba , （ ba < ）とすると， 
極大値 ( )af ，極小値 ( )bf より， ( ) ( ) 4=- bfaf  
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ここで， ( ) 0=¢ af ， ( ) 0=¢ bf だから， 022 =+- baaa ， 022 =+- babb より， 

aaa ba -= 23 2 ， bbb ba -= 23 2  
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再び，ここで，解と係数の関係より， a2=+ ba ， b=ab だから， 
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これと ( ) ( ) 4=- ba ff より， ( ) 44 2
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例題 7 実数解の個数／定数項以外に文字定数 

(1) 

( ) 0303
³+Û³

+ aa
a

a
， 0¹a より， 3-£a ， a<0  

(2) 
 ( )xf が 3 個の異なる実数解をもつためには，極大値と極小値の積が負であればよい。 

つまり，(1)より， ( ) 0=¢ xf の実数解は，
a

a
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=a とおくと， ( ) ( ) 0<-× aa ff  

すなわち ( ){ } ( ){ } 03333 33 <++++-+++- aaaaaa aaaa あればよい。 

ここで， ( ) 0=¢ af より， ( ) 033 2 =+- aaa  
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